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1 Jp-14 次亜塩素酸ナトリウム漂白における金属イオン添加の影響
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目的　次亜塩素酸ナトリウムによる漂白は一般化されており、加熱による各種繊維に対す

る効果、水溶液中での性質や自己分解などの報告は多い。しかし、省エネルギーの立場か

ら室温下での効果的な漂白条件に関する検討は少ない。次亜塩素酸ナトリウムの分解速度

におよぼす金属イオンの触媒効果については一部報告されているが、布を用いた実用漂白

の立場からの検討はなされていない。本研究では、室温漂白における各種金属イオンの添

加における効果的な漂白条件および布の劣化に及ぼす影響について検討した。

方法　次亜塩素酸ナトリウム(NaClO):有効塩素13.0%の試薬（和光純薬工業㈱）、金属イ

オンはAlK（SOJz,CuSO,, FeSO^, MgSO^, CaChの５種。染色布:綿ブロード#40をC. I.Di-

rect Blue 78で染色。漂白はNaClO水溶液に金属イオンを添加し、時間は30分を基準とし

て処理をした。漂白効果は、染色綿布の漂白前後の表面反射率測定から漂白率を求めた。

９回迄の繰り返し漂白布の破断強度は、東洋測器㈱”TENSILON万能型引張試験機（UTM-IV）

を使用しJ1S-L1096に従って測定し、強度低下率を求めた。

結果　1 % NaClO, 20°C, 30分の漂白処理において、染色綿布に対する金属イオン種の添

加による漂白効果は　AP“＞Fe'゛＞Cu'゛＞陶“＝Ca'゛の順を示し、５種の中ではAlイ

オンが最も効果的であった。アルカリ浴中でAlイオンをNaClO濃度の約1 ／100 添加する

ことにより、漂白率は10～18％増加することが確認された。また、染色綿布を９回繰り返

し漂白（20°C）後の破断強度を測定した結果、Alイオン添加系は無添加系と比べて強度低

下率には差が認められなかった。
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羊毛の熱分解特性におよぼす染色の影響
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　目的　繊維の熱分解特性におよぼす染色の影響については，詳細な報告例は見られな

い。本研究は未染色および染色羊毛繊維の熱分解挙動を分析し，その違いの要因を考察

することを目的とする。

　方法　材料　染料：酸性アソ染料（OrangeG （OG）,Bo㎡eaux Red（BR) ;東京化成），繊

維：羊毛平織布（経緯糸1/48）。染色　pH=5における浸染法による。浴比=1/100. 温

度=75°C，時間=2h，［Dye］=0.381-28.4g/l。染着量　染色繊維から染料をピリジン/水

混合物に抽出して分光測定。熱分析　熱重量分析：分析装置（島津ＴＧＡ５０）による。熱

分解ガスクロマトグラフ質量分析:ＧＣ/MS装置（島津ＧＣＭＳ-QP2000）にキュリーポ

イント・パイロライザー（日本分析工業JDI-800）を接続した装置による。

　結果　染色繊維は未染色繊維よりも熱分解温度が上昇することがわかった；未染色繊

維の熱分解温度278℃，OG染色繊維（染着量=20.3g/100g-fiber）は301℃. BR染色繊

維（染着量=3.81g/100g-fiber）は290°Cとなった。分解温度は染着量とともに上昇し

た。ＧＣ/ＭＳによって，染色羊毛繊維の熱分解生成物には，羊毛に由来する生成物に加え

て，染料に基づく生成物とみられる窒素，アニリン，ナフタレン, 3－メチルシナミンな

どが確認された。これらの分析結果を基に羊毛繊維の熱分解挙動を考察する。
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